
令和７年度  第１回  美瑛町地域自立支援協議会議案  

 

  と き 令和７年８月５日 午後６時００分～ 

ところ 美瑛町役場１階第１会議室    

  

１ 開  会 

 

 

 

２ 議  題 

 

（１）第９回スポーツ交流会について【資料１】 

   日時：令和７年１２月５日（金）午後 

   種目：輪投げ、フロアカーリング、ボッチャ、玉入れの４種目を予定 

 

 

 

（２）条例の制定及び条例制定後の取組について【資料２】 

   内容：手話狂言の公演 

   日時：令和７年１２月１４日（日） 

   会場：美瑛町町民センター 

 

 

（３）その他 

  ・手話に関する施策の推進に関する法律（手話施策推進法）について【資料３】   

・障がい者の希望を踏まえた結婚、出産、子育てに係る支援の推進について【資

料４】 

 

 

３ 閉  会 



【案】 

第
だい

９回
かい

スポーツ交流会
こうりゅうかい

 

 

 

 

と き 令和
れ い わ

７年
ねん

１２月
がつ

５日
にち

（金
きん

） 
 

ところ 美瑛町
びえいちょう

スポーツセンター 
 

主
しゅ

 催
さい

 美瑛町
びえいちょう

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 

資料１



交
こう

  流
りゅう

  会
かい

  日
にっ

  程
てい

 
 

 

日
にっ

         程
てい

 時
じ

 間
かん

 

１．受
うけ

 付
つけ

 １３時
じ

００分
ふん

 

２．開会式
かいかいしき

 １３時
じ

３０分
ふん

 

 

 

 

 

 

 

①  開会
かいかい

宣言
せんげん

  

②  挨
あい

  拶
さつ

 美瑛町
びえいちょう

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 副会長
ふくかいちょう

 常盤
と き わ

 繭子
ま ゆ こ

 

③  祝
しゅく

  辞
じ

 美瑛町
びえいちょう

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

 会長
かいちょう

 古村
ふるむら

 祐一
ゆういち

 様
さま

 

④  がんばる宣言
せんげん

（チーム代表
だいひょう

による意気込
い き ご

み報告
ほうこく

）各
かく

チーム代表
だいひょう

 

⑤  準備
じゅんび

運動
うんどう

（ラジオ体操
たいそう

）各
かく

チームから１名
めい

ずつ 

３．競技
きょうぎ

開始
か い し

 １３時
じ

５０分
ふん

 

４．閉会式
へいかいしき

 

１５時
じ

３０分
ふん

 

終 了
しゅうりょう

予定
よ て い

 

①   発
はっ

  表
ぴょう

 美瑛町
びえいちょう

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 会長
かいちょう

 森居
も り い

 栄治
え い じ

 

②  閉会
へいかい

宣言
せんげん

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ルール説明書
せつめいしょ

（種目
しゅもく

1：輪投
わ な

げ） 
 

【必要
ひつよう

道具
ど う ぐ

】 
輪投
わ な

げセット２つ（社会係
しゃかいかかり

、どんぐり保育
ほ い く

園
えん

）、メジャー、ラインテープ 

※輪投
わ な

げセットは持
も

っていく前
まえ

に組
く

み立
た

てる。 

 

【準備
じゅんび

】 
距離
き ょ り

を測
はか

り（1.75 メートル）、投
とう

輪
わ

ラインと台
だい

設置
せ っ ち

ラインにラインテープを貼
は

る

（２セット）。 

 

【競技
きょうぎ

説明
せつめい

】 
１試合目

し あ い め

 赤
あか

と 紫
むらさき

 次
つぎ

に入
い

れ替
か

えて 紫
むらさき

と赤
あか

 

２試合目
し あ い め

 青
あお

と緑
みどり

 次
つぎ

に入
い

れ替
か

えて緑
みどり

と青
あお

 

 

２チーム、全員
ぜんいん

が順番
じゅんばん

に１回
かい

ずつ投
とう

輪
わ

します。 

終
お

わりましたら、台
だい

を変
か

えて、また１チームずつ順番
じゅんばん

に１回
かい

ずつ投
とう

輪
わ

します。 

計
けい

２回
かい

の投
とう

輪
わ

の際
さい

の入
はい

った点数
てんすう

の合計
ごうけい

で勝敗
しょうはい

を決
き

めます。 

 

  



ルール説明書
せつめいしょ

（種目
しゅもく

２：フロアカーリング） 
 

【必要
ひつよう

道具
ど う ぐ

】 
フロアカーリングセット２セット（町民

ちょうみん

センター）、メジャー、ラインテープ 

 

【準備
じゅんび

】 
ラインテープによるコート設営

せつえい

を行
おこな

う。 

 

【競技
きょうぎ

説明
せつめい

】 
１試合

し あ い

につき各
かく

チーム４名
めい

で、４回
かい

戦
せん

行
おこな

います。 

あらかじめ床面
ゆかめん

にラインテープで的
まと

を作
つく

っておく。（５点
てん

の枠
わく

と３点
てん

の枠
わく

） 

先行
せんこう

チームがフロッカーを送球
そうきゅう

します。 

その後
ご

、後攻
こうこう

チームがフロッカーを送球
そうきゅう

します。 

交互
こ う ご

に送球
そうきゅう

し合
あ

い、最後
さ い ご

に枠内
わくない

に残
のこ

ったフロッカーのみが得点
とくてん

となります。 

２回戦目
かいせんめ

は先行
せんこう

と後攻
こうこう

を入
い

れ替
か

えます。 

お互
たが

いに４投
とう

終 了
しゅうりょう

した得点
とくてん

で点数
てんすう

を計算
けいさん

し、まだ投
な

げていない人
ひと

に交代
こうたい

しま

す。 

 

  



ルール説明書
せつめいしょ

（種目
しゅもく

３：ボッチャ） 
 

【必要
ひつよう

道具
ど う ぐ

】 
ボッチャセット２つ（町民

ちょうみん

センター） 

 

【準備
じゅんび

】 
ラインテープによるコート設営

せつえい

を行
おこな

う。 

 

【競技
きょうぎ

説明
せつめい

】 
１チーム最大

さいだい

６人
にん

。２チームずつ対戦
たいせん

。 

６回戦
かいせん

行
おこな

い、合計
ごうけい

得点
とくてん

の高
たか

いチームが勝利
しょうり

。 

 

２チーム、全員
ぜんいん

が順番
じゅんばん

に１回
かい

ずつ投球
とうきゅう

します。 

先攻
せんこう

の初
はじ

めの方
かた

がジャックボールを投
な

げてから、自身
じ し ん

の持
も

ち球
だま

を投
な

げます。 

その後
ご

、ジャックボールに近
ちか

づけるように両
りょう

チーム交互
こ う ご

に投球
とうきゅう

を行
おこな

います。 

ジャックボールにもっとも近
ちか

いボールを投
な

げたチームにのみ、相手
あ い て

チームより

近
ちか

いボール 1つにつき、得点
とくてん

（５点
てん

）が入
はい

ります。 

両
りょう

チームのボールがジャックボールから同距離
どうきょり

となった場合
ば あ い

は両
りょう

チームボー

ル１つにつき、得点
とくてん

が３点
てん

入
はい

ります。 

 

  



ルール説明書
せつめいしょ

（種目
しゅもく

４：玉入
た ま い

れ） 
 

【必要
ひつよう

道具
ど う ぐ

】 
玉入
た ま い

れセット２つ（町民
ちょうみん

センター）、ストップウォッチ 1つ 

※競技用
きょうぎよう

の玉
たま

入
い

れを一番
いちばん

低
ひく

くして行
おこな

う。 

 

【準備
じゅんび

】 
籠
かご

の高
たか

さ、入口
いりぐち

の直径
ちょっけい

は、全
すべ

て同
おな

じとする。 

 

【競技
きょうぎ

説明
せつめい

】 
開始
か い し

と同時
ど う じ

に、それぞれ一斉
いっせい

に籠
かご

に玉
たま

を入
い

れます。 

最初
さいしょ

に玉
たま

を持
も

ってはいけません。 

４０秒間
びょうかん

に玉
たま

を多
おお

く入
い

れた数
かず

で順位
じゅんい

を競
きそ

います。 

入
はい

った個数
こ す う

＝点数
てんすう

 

 



美瑛町手話狂言公演事業について 

 

１ 事業目的 

 「美瑛町手話言語の理解及び普及並びに障がいの特性に応じた意思疎通の総合的

な支援に関する条例」の施行にあわせて手話に関するイベントを開催することによ

り、手話言語に対する普及啓発を図ることを目的とする。 

 

２ 事業概要 

（１）主催 

  美瑛町手話言語と意思疎通支援の普及推進委員会 

（美瑛町地域自立支援協議会） 

 

（２）日時 

  令和７年１２月１４日（日） 

 

（３）場所 

  美瑛町町民センター（美瑛町寿町２丁目３番１３号） 

 

（４）内容 

  手話言語の理解及び普及に関するイベントとして「手話狂言」の公演を実施 

 

（５）その他 

  手話狂言とは、社会福祉法人トット基金が運営し、狂言特有の動きに手話のセ

リフと声のタイミングや間の取り方にも工夫を重ね、古典芸能の強靭さと手話の

豊かな表現をあわせもつ狂言である。 

 

３ 事業効果 

手話狂言は、障がい福祉のみならず教育や文化芸術の要素も含むイベントである

とともに、イベントの実施を通して手話言語に対する理解を深め、条例及び手話言

語についての普及啓発を図ることができる。 

 

資料２



手話狂言とは 

 

 

 狂言のセリフは室町時代から江戸時代までの古いことばです。日本ろう者劇団は和泉流

狂言師三宅右近師の指導により、昔から継承された狂言特有の動き、運び足をそのままに、

手話表現の研究を重ね、古典芸能にふさわしい手話狂言を作ることにつとめました。手話

のセリフと声のタイミングや間の取り方にも工夫を重ね、古典芸能の強靭さと手話の豊か

な表現力をあわせもつ、手話狂言が誕生したのです。 

 台詞を手話で表情豊かに表現し、声のセリフをあわせることにより、聞こえる人も聞こ

えない人も共に楽しむことができます。 

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 

 

              社会福祉法人トット基金 理事長 黒柳徹子 

 

 

 日本ろう者劇団のレパートリーの中で、最も力を入れているのが手話狂言です。 

なにもかもが手探りの「世界ろう者演劇祭典」［1983年］に参加したイタリアのパレルモが、

はるか昔のことのように思えます。 

あれから、演目も少しづつ増え、日本各地、世界各国のお客様に喜んでいただいています。 

「狂言って、こんなに面白いって知らなかった！」見終わった後、こうおっしゃるお客様

がたくさんいらっしゃるのも嬉しいことです。 

とにかく楽しんでいただけることは絶対です。ぜひ、ご覧いただきたいと思います。 

そして、よろしくお願いします。 





資料３
























